
まず、INTRODUCTIONから探します。読み手を引き付ける役割なので、

読み手も共有してそうな、知識、考え方、状況について触れ、かつ、

今回の作品の中心的内容である、個人的な対策(内容①) 

 

▪ I try to buy as few unnecessary things as possible. 

 

につながりそうな内容を探します。 

 

 

 

 

 

｢個人的な｣というキーワードがありますが、環境対策というと、環境

汚染ガスの排出を規制したり、地元の川を守るためにきれいに清掃し

たり、国レベルであったり、自治体レベル、様々なレベルで対策を話

題にするのが普通です。なので、個人的な対策の導入として、｢対策

には様々なレベルがある｣に当たる表現を入れるといいと発想しまし

た。例えば次のような文はどうでしょう。 

 

▪ We can tackle these problems in various levels. 

 

これを、中心的な文である内容①の前において、INTRODUCTION とし

て機能させます。 

 

  

 We can tackle these problems in various levels.  I try to buy 

as few unnecessary things as possible. 

 

 

指摘されると普通のことかもしれないのですが、｢みんな一生懸命勉

強してるけど○○君は最近どう？｣であったり、「世界的には気温は上

昇しているが、××のエリアだけ、一時的に下がっている｣のように、



全体(｢みんな｣｢世界｣)から個別(｢○○君｣｢××のエリア｣)へと向かう

展開方法は、よく考えてみると、身の周りにたくさんありますよね？

それを利用しました。 

 

そして、この作品ではそれを前提に、大きな流れとして、｢一般には

いろんな対策がある｣➡｢個人的には不要な物を買わないようにする｣

という流れを採用しました。 

 

 

 

 

 

これでも十分 INTRODUCTION として役割を果たしてくれそうですが、

語数が相当満たせそうにありません。もう一段読み手が入りやすいよ

うな INTRODUCTION をがんばって作ります。 

 

環境問題について考えるとき、森林破壊や、海面の上昇の原因や、環

境教育など、様々な切り口があると思いますが、｢対策｣もその一つの

切り口にすぎません。もうひと段階、読み手が入りやすいようにする

には、この細かさになる前に、そういった様々な切り口を包括するよ

うな内容について述べるといいと思いました。｢対策には様々なレベ

ルがある｣を引っ張り出してきたのと同じ思考法ですね。｢多くの人が

環境問題に関心を抱いている｣を表すもの、 

 

▪ People in the world are really concerned about environmental problems. 

 

を足してみます。 

 

 

 

 

 



 

 People in the world are really concerned about environmental 

problems.  We can tackle these problems in various levels.  I 

try to buy as few unnecessary things as possible. 

 

 

 

 

 

 

次は、内容➁の処理をします。 

 

▪ If you buy fewer things, you can help to reduce the amount of 

materials, energy to produce them, and so on. 

 

ここでは、内容①｢できるだけ不要なものは買わないようにする｣と内

容➁｢物を買わないことにより、作るのに必要な、材料、エネルギー

を使わなくて済む｣の関係に着目しました。 

 

英語では、ある内容を説明するときに、そのある内容の後ろに説明を

置くことができます。内容➁はそもそも、内容①の説明として引っ張

り出してきた内容ですよね？ 今回はそれを利用して、内容①の後に

内容➁を置くことにしました。 

 

  

 People in the world are really concerned about environmental 

problems.  We can tackle these problems in various levels.  I 

try to buy as few unnecessary things as possible.  If you buy 

fewer things, you can help to reduce the amount of materials, 

energy to produce them, and so on. 

 

 



 

 

 

 

そして、CLOSURE です。ここまでを述べたうえで、言えそうなこと

や展望を探します。環境問題はこれからも取り組まなければならない

と思い、｢続けるべきだ｣に当たる内容を付け加えようと思いました。

次のような文はどうでしょうか？ 

 

▪ I would like to continue to do so. 

 

これを最後に置きます。 

 

  

 People in the world are really concerned about environmental 

problems.  We can tackle these problems in various levels.  I 

try to buy as few unnecessary things as possible.  If you buy 

fewer things, you can help to reduce the amount of materials, 

energy to produce them, and so on.  I would like to continue 

to do so. 

 

 

多少語数が少なそうであるものの、ある程度話がまとまりそうなので、

語数も稼げそうだと思ったので調整に進もうと思います。 

 


